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ケイアイスター不動産株式会社
【担当部署】
【所属人数】
【 住 所 】

【 電 話 】

【 U R L 】

総務部 総務課
25名
（本社）埼玉県本庄市西富田762-1
（東京本社）東京都千代田区丸の内1-8-1
                丸の内トラストタワーＮ館17階
（本社）0495-27-2525　
（東京本社）03-6551-2502
https://ki-group.co.jp/

企業情報

戸建分譲をはじめとする総合不動産事業を手がけるケイアイスター不動産株式会社。同社
では、ただパラアスリートを雇用するだけでなく、パラアスリートチームの運営、スタッフの採用、
地域社会への貢献活動などを積極的に行っている。その取り組みは、従来のアスリート雇用
のあり方とは異なる、企業もパラアスリートもWin-Winとなる新たなモデルを展開している。

ケイアイスター不動産株式会社

自社でパラアスリートチームを結成
して

情報発信
選手・スタッフ雇用のロールモデル

に

同社は、スポーツ振興に力を入れており、特にパラアス
リートチーム「ケイアイチャレンジドアスリートチーム」
による地域貢献活動や、本社のある埼玉県の学校で車
いすバスケットボールの大会や体験会を開催するなど、
地域に根差した活動に積極的に取り組んでいる。

「企業の責務として障がい者の法定雇用率があります。

社内でパラアスリートのチームを結成して、
地域貢献と融合

当社では雇用率のためだけでなく、ぜひパラアスリート
を採用する形でその人や環境を応援していこう、という
流れになったのがきっかけです。」と経緯を語る総務部 
統括部長の小林修氏。

もともと数々のジュニアサッカー大会やミニバスケット
ボール大会を主催し、スポーツを切り口とした地域支援
をしていた。近年ではパラアスリートによる認知拡大の
活動もプラスされ、地域との関係性も良好だ。
「単なるCSRのための取り組みではなく、本当に意義の

ある貢献活動で地元に恩返しをしたいという想いがあ
りました。」と語るのは、総務部 総務課 係長の柿崎真
奈氏。

アスリート雇用を開始した当時は、文字通り“ただ雇用
していた”だけの状態で、より良い環境を求めて選手が
他社へ移ったりと、定着率が悪くなったりしていた。
そこで、チーム発足から間もなく、在籍しているパラア
スリートやパラスポーツを知ってもらうため、社内報の
連載や、従業員向け研修での講演活動、食事会などを
経て、社員たちとの関係性を築いていった。現在では、
社内での認知度は確実に高まっている。
これらの活動は、パラアスリートの心理にも変化をもた
らした。
「ケイアイスター不動産での講演活動を通じて、あらた
めて自分自身を知る機会にもなったし、自分の気持ちと
向き合うことができました。勤務時間や給与などの人
事制度面はもちろんのこと、メンタルな部分でも、入社
して良かったです。」と、デフフットサル・デフサッカー女
子日本代表の岩渕亜依選手。

会社としてセカンドキャリアを一緒に考えたり、会社や
社員のことを知ってもらう機会を増やしたりといった「人
と人とのつながり」を大事することによって、愛社精神
が芽生え、自然と「会社に対して何かしたい」という想い
が生まれる。その結果、企業もパラアスリートもWin-
Winの関係性が構築されていく。

積極的な情報発信で、社内認知も
アスリートの意識も変化

同社では、選手をサポートするスタッフの環境改善にも
取り組んでいる。
「パラアスリートを雇用して、その活動を軌道に乗せる
には、プロフェッショナルな知識を持ったスタッフの存
在が欠かせません。アスリートを支えるスタッフも、自
らの価値を高めていけるような環境が必要です。」と戦
略開発本部 PR課に所属し、デフフットサル女子日本代
表監督も兼務している山本典城氏。

選手たちの環境に輪をかけて、携わるスタッフの置かれ
ている環境は厳しく、指導者やスタッフの人手不足は深
刻で、スタッフの地位向上は重要な課題だ。
選手だけでなく、スタッフの環境も良くすることが、パラ
スポーツの普及や発展につながっていくことは間違い
ない。アスリートチームによるPR活動やスタッフの環
境改善など、ケイアイスター不動産の今後の取り組み
に注目だ。

支援スタッフの地位向上など
独自の取り組みも

車いすバスケットボールの体験会の様子

小林部長                        　柿崎係長

岩渕選手

山本監督

今後は、さらに地域・教育機関との連携を強め、
社内外においてこれまでも取り組んできた所属
アスリートを通じたパラスポーツの普及、認知向
上のための活動に、より積極的に取り組んでいく。
またデフアスリートも多数所属していることから
2025年デフリンピック招致に向けた活動にも寄
与していきたい。
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今後の取組について


